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聴 醐 一

東京工 業大学専門 職 大学院　技術 経営専攻

1．3Cを特戳と した コ ンセ プ ト重 要性

　 東 京 王 業 大 学 大 学 院 に 、技 術 経 営 専 門 職 大 学 院 が

2005 年4月 に 設 立 され た。本専 門職大学院 は、技術経営

専攻 で 修 士 課 程 の み か らな る。な お、本 卑 門職 大 学 院 は、

イ ノ ベ ー
シ ョ ン マ ネージメ ン ト研 究 科 内 に お かれ 、この

研 究 科 に は 博 士課 程の み か ら な る イ ノ ベ ー
シ ョ ン 専攻 も

あ る 。技術経営専攻 の 定 員は 30名、イ ノ ベ ー
シ ョ ン 専

攻は 17名 で あ る。

　本技術経営専門 職大学院 は、日本型技術経営 を 特徴 と

す る も の で 、教 育 目的 は、以 下 の 3点 で あ る1、

　 （1）技 術 か らマ
ーケ ッ トの 創造

　 （2） マ
ー

ケ ッ トか ら技術 の 創造

　 （3 ）技術、マ
ーケ ッ トの 継続的創造

こ れ ら3点 の 実践 を 可 能に す る 人 材 の 育成 を 目的 と して

い る 。

　 こ の 目的 の も と、以 トの 3つ の
“

σ
’

か らな る 教育理 念

を持つ 。

　 （1）C ：
“Comprehensive　Field”：

　　　　包括的 な 技 術、マ
ー

ケ ッ トとそ の 変化 を 直視

　　　　す る。

　 （2 ）C ：
t

℃ ultural 　Diversity” ：

　　　　多様な 文 化的背景 に 基 づ く価値観 を 会得 し、

　　　　思 考す るtt

　 （3 ）C ：
‘
℃ohesive 　Relation”：

　　　　大学 と企 業 と の 密接 な連携 の も と、現物現場

　　　　で 実践す る。

　 以．ヒの 理 念 の 下、世 界 最高 の 理 工 学系 総 合大学院 を 目

指 す 東 京 工 業 大 学全 学 の 支援 の 下、実 践 的 な 教育 を進 め

て い る、

2．講座と カ リキュ ラム

　 専 攻 は 、3分 野 か ら な り、そ れ ぞれ の カ リ キ ュ ラ ム は

以 ドの とお りで あ るu

　 （1 ） 技 術 経 営 戦 略 分 野 ：技 術 経 営 戦 略 に 重 点 を置 き、

　　　わ が 国 独 自 の 最新で 、現場 か らの 情報 を ノ己に 作成

　　　され た ケ
ース 教材、経営者 に よ る講 義 な ど を含め

　　　た カ リキ ュ ラ ム か ら な る。具体的 に 、以 下 の もの

　　　が あ る。

　　　　技術経営 戦 略 第1、第2、経営者論 セ ミナー、

　　　企 業 実践 セ ミナ ー、技 術経営概論、技術戦略論、

　　　イ ノ ベ ー
シ ョ ン 論、R＆D 戦略、技術 マ

ー
ケテ ィ

　　　ン グ、品質マ ネ
ージメ ン ト、技術と産官学連携、

　　　コ ン ピテ ン シ
ー・デベ ロ ッ プ メ ン ト、ネ ッ ト社会

　　　の ビ ジネ ス モ デ ル

　 （2） 知 的財産 分 野 ： 知 的財 産 の 企 業経営 へ の 取 り込

　　　み を中心 に カ リキ ュ ラ ム が 構成 されて い る。具体

　　　的に 、以 ドの もの が ある。

　　　 IPマ ネ
ー

ジ メ ン ト、実践知的財産保護、知的

　　　財産 法 、R＆D 戦 略 と知 的 財 産 戦 略 、国 際 知 的 財

　　　産、企業経営と知的財産活 動

　 （3 ） フ ァ イ ナ ン ス ・
情報分野 ： 投資、資金調達、

　　　ネ ッ ト社会 の ビ ジ ネス な どを中心 に カ リキ ュ ラ ム

　　　が 構成 され て い る。具 体的に、以 トの もの が あ る。

　　　 金融工 学、コ
ー

ポ レ
ー

トフ ァ イ ナ ン ス 、金融 リ

　　　ス ク ・マ ネ
ージ メ ン ト、フ ァ イ ナ ン ス 応用、セ

　　　キ ュ リテ ィマ ネージ メ ン ト、組 織 戦 略 とIT

　 こ れ らの 授業 は、平 目、お よ び t二曜 口に 開 講 され て い

る．ま た、所 属 した研 究 室 で は、技 術 経 営 講 究 （ゼ ミ）

が 行 われ る。

　なお 、学生 は 、上 記の 技術経営の カ リキ ュ ラ ム の み な
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ら ず、本学 の 他研 究科 に お け る最先端 の 科学技術 に 関す

る 科 目 を履修す る こ と が で き る。

3 ．教員構成

　本専攻 は、12名 の 専任教員、12名 の 脇力 講座 教 員か

ら構成 され て い る。専 fE、協力講座 教員が、
一
体とな っ

て 本専攻を運営 し て い る。

　専任教員 は、3つ の 分 野 ご との 多彩 で 多種 なバ ッ ク グ

ラ ン ドを持 つ 教授陣 か らな る u ま た、産学連携 を推 し進

め る ミ ッ シ ョ ン を持 っ たデ ィ レ ク タ教授 も配置され て い

る。

　協力講座教員は、わが国、東京 工 業大学を代表す る科

学、技 術 に 関 して 先 端 的 な 研 究 を進 め てお り、且 つ 、産

業界 と も密接な連携を 持っ て い る教授陣 か らな る v 分 野

は、固体物理 、合成化学、生 産 工学、ロ ボ ッ ト、半導体、

パ ワ
ー

エ レ ク トロ ニ ク ス 、バ イオ テ ク ノ ロ ジー、燃料電

池、ナ ノ テ ク ノ ロ ジー、情報都市防災、画像処理、企業

財務などに 及 ん で い る。

　なお、客員教授 と して、製造業分 野 か ら庄山悦彦教授

（日立製作所代表執行役 ・執行役社長）、イ ン フ ラ分 野

か ら石 田義雄教授 （東 日本旅客鉄道株式会社 ・取締役副

会長）、ベ ン チ ャ
ー

分野 か ら瀧久雄教授 （くる な び 取 締

役会長）が 就任 して い る。

　非常勤講師は 多彩な 分野 に 及び 、技術経営戦略の ケー

ス ス タ
ー

デ ィ の 講義 を担当 して い る。

い て 授業科 目を履修 し取 得 し た も の と し て 認 定す る こ と

が で き、修 ゴ必 要 単位 に 含め る こ とが で き る、， こ の 認定

制 度 を利 用 す る こ とに よ り、1年 間の 短 期修 rも 可能 で

あ る 。

5 ．その 他

　本博
．
七課程か らな るイ ノベ ー

シ ョ ン 専攻は 、技術経営

分 野 の 研 究、教育の た め の 人材 育成 を 目的 と した もの で

あ る 。

　この 専攻 で は、3年 以 E．在学 し、学位 論 文 の 作成 等 に

対 す る研 究指導 を含 む 必 須科 目 （ゼ ミ形 式 ） を履 修 し、

学位論 文 の 審査お よび 最終 試 験 に 合格 す る こ とに よ り、

博 士 （技 術 経営 ） ま た は 博士 （匸学）を 取得 で きる。

　ま た、す ぐれ た研 究業績 を 上 げ た 学生 に 対 し て は、1

年以 上 在学すれ ば修了する こ と も可能 で あ る。

　　　　　　　　　 （東京工 業大学大学院　森 欣 司 ）

4 ．修了要件

　 本 専 攻 で は 、2年以 上 在 学 し、他 の 研 究 科 の 単位 を 含

め 40単 位 以 上 取 得 し、特 定 課 題 の プ ロ ジ ェ ク ト レ ポー

トの 審 査 に 合格す る こ と に よ り、技術経営修 士 （専門

職 ） の 学位 を 取得 で き る。な お 、1年の 短 期終 了 も可 能

で あ る。

　 た だ し、本専攻 に 入 学す る 前に 、他の 大 学院専攻 に お

い て 履修 し た 授業科 目 の 単位 を、15単位 （海 外 で の 修

士 号 取得者は 20単位） を 超 え な い 範囲 で 、 本専攻 に お

経 営 情 報 学 会 誌

一 130 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


